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なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●国語科では、児童の「目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えをもち、表現する力」
に課題が見られた。

●児童の資質能力を育成するために、学校全体の授業改善を進める必要があった。

子どもたちの資質能力の育成をめざして
つながり、深める“チーム北池田”の取組み

和泉市立北池田小学校

●学習指導要領に示されている「国語で正確に理解し、適切に表現する資質能力の育成」
「言語活動を通して」に着目し、「目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えを持ち、
表現する」資質能力の育成のために校内研究のテーマを【単元全体を通した言語活動】と設定した。
●ＰＤＣＡサイクルの確立を通して、校内研究体制の充実を図った。
●校内の人的資源を活用し、研究授業の時だけではなく日々の授業においても
授業改善の視点に基づいた単元づくりを実施した。

●本校の国語科の研究を活かし、他の教科でも国語科で付けた力を活かすような学習を計画した。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●教員が校内研究の意義を理解し、子どもたちの姿を通して効果を実感することで、
すべての学級で授業改善の視点に基づいた授業を積み重ねることができた。

●大阪府力だめしプリントの記述問題の正答率が上がり、無解答率が下がった。
●子どもたちの中に、国語科で付けた力を肯定的にとらえる姿が見られた。
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子どもたちの資質能力の育成をめざしてつながり、深める“チーム北池田”の取組み

和泉市立北池田小学校

１．令和元年度の取組み

（１）研究テーマ「『単元全体を通した言語活動』を通して、『目的や意図に応じて、複数の資料から

自分の考えを持ち、表現する』資質能力の育成」

（２）取組み内容 【校内研究体制の充実（ＰＤＣＡサイクルの確立）】

（３）取組み内容 【校内の人的資源の活用】

（４）令和元年度の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

（５）令和２年度に向けて

２．令和２年度の取組み

（１）研究テーマ 「進んで対話し、自分の考えや思いを持ち、豊かに表現する子どもの育成」

（２）取組み内容【国語科を要とした教科横断的な単元・授業の提案】

（３）２年間の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

（４）今後の見通し



１. 令和元年度の取組み

＜研究テーマ設定までの経緯＞

学校教育目標「対話する子」に向かって、
これまで様々な研究テーマのもと取組みを進
めてきた。
取組みの成果もあり、定量的な評価（児
童アンケート）において、「めあて・ふり返り」や
「ペア・グループ交流」に関する項目において、
肯定的な評価が95％以上となり、日々の授
業においても定着（北池スタンダード）が見
られた。
しかし、全国学力・学習状況調査を基にし
た定量的な評価においては、国語科、特に
「目的や意図に応じて、複数の資料から自
分の考えをもち、表現する力」に課題が見ら
れた。交流はできるが、対話の質が高められ
ていないという本校の課題とつながる結果と
なった。
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（１）研究テーマ「『単元全体を通した言語活動』を通して、
『目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えを持ち、表現する』資質能力の育成」

和泉市立北池田小学校

これまでの研究を生かす北池スタンダード



これらの結果や学習指導要領国語科の目標で示されている
「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力の育成」、
「言語活動を通して」に着目し、令和元年度の本研究テーマを
【単元全体を通した言語活動を通して、「目的や意図に応じ
て、複数の資料から自分の考えをもち、表現する資質・能
力」の育成】と設定した。

研究テーマに向かって、本校として、国語科の授業改善の視
点として

①単元を通してつけたい力を明確にすること

②言語活動を通して、つけたい力を育成すること

③つけたい力を付けるための単元計画を作成すること

の３つを全教員で共有し、学校全体で授業改善を進めるため
に、

・校内研究体制の充実（PDCAサイクルの確立）

・校内の人的資源の活用

を、取組みの柱とした。
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子どもたちにめざす資質・能力を育成するために、校内研究体制の充実を図った。

特に、研究授業（全学年実施）の取組みを通して、指導案検討・事前検討・研究授業（提案授業）・研究討議・
リフォーム授業というPDCAサイクルの中で、検討・検証していく体制を確立し、教員一人ひとりの授業力を高め、児童の
資質能力を高めることをめざした。
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（２）取組み内容 【校内研究体制の充実（ＰＤＣＡサイクルの確立）】

和泉市立北池田小学校

【Plan】

○指導案作成

P.4の3つの授業改善の視点に基づいて、
指導案を作成した。とくに、つけたい力を
設定する際には、新学習指導要領を根
拠として、１年間を俯瞰して適切なつけ
たい力を設定することを大切にした。
（マトリックスシートを活用）

また、授業改善の視点の定着を図るた
めに、研究を学年任せにせず、指導案
の作成、先行実施クラスによる検証、指
導案の練り上げの全てに研究主任と学
力向上担当者が入り込み、学年と共に
研究を進めた。

１．令和元年度の取組み
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【Plan】

○事前検討会

教員一人ひとりが指導案を読み、事前検討会に臨むよう
にした。検討会で、お互いに質問を重ねることにより、単元全
体のつながりや本時のねらいについて共通理解を深めること
ができ、明確な着目点やめあてをもち、研究授業を参観す
ることができた。

【Do】

○研究授業

参観シートを活用することにより、研究授業の提案の柱や着
目点を、全教員で共有し、同じ視点で子どもの姿を見取る
ことができた。

１．令和元年度の取組み
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【Check】

○研究討議会

討議会が、全教員にとって自分事となるように、ゴールを
「北池田小学校として、よりよいリフォーム授業を作ること」と
し、全教員で見取った子どもの姿を基に討議してリフォーム授
業案を作成した。

○Check機能充実のために

・研究授業単元末児童アンケート、評価問題の作成・実施。
（4年生以上）

・全教員で全国学力・学習状況調査や学期末力だめし問
題（4年生以上）の採点、分析。

を行った。上記の取組みにより、定性的・定量的な評価から、
子どもたちの姿を通して取組みを即座にふり返り、全教員が
学期ごとに授業改善の視点を更新・共有した。

１．令和元年度の取組み
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【Action】

○リフォーム授業の実施

リフォーム授業案を使って授業公開を行い、自由に参観で
きるようにした。リフォーム授業について、研究通信で成果と
課題を発信し、全教員で共有するとともに、リフォームした単
元指導案は、データとして蓄積、活用できるようにしている。

以上のような流れで、PDCAサイクルを短い期間で回し続
けるように取り組んだ。

○Ｐ(plan)の段階で、子どもたちにつけたい力、そのための手立て等をじっくり話し合えたので、単元に関わる教員がお互いに共通理解することができた。
そのため、先行クラスの授業を同じ視点で見て、次の手立てを考えることができた。
○研究討議会では、その視点をもとに、他の先生方からの意見をもらえたので、見方・考え方が広がり、リフォーム授業につなげることができた。
○自分にはない教材研究や教材の読み方を他の先生にあたえてもらったことや、研究討議会の際に「自分ならこうする」というリフォームの視点で他の
先生が話してくれたことが良かったです。子どもたち自身が「教科書を学ぶ」より「教科書で学ぶ」ことをわかっていると感じた。
○単元末問題やアンケートで成果や課題が把握できた。
○リフォーム授業を考え、実践することで子どもたちへの課題設定の難易度もふり返られるようになった。そのため、どの授業においても難しすぎたり簡単
すぎるようなことが減ってきたように思う。
○授業で意欲的に取り組む児童の姿をよくみられるようになった。 （教員対象 校内研修のふりかえりより）

１．令和元年度の取組み



取組みを進めるにあたって、校内研究時だけではなく日々の授業においても、 授業改善の３つの視点（P.4）に基づいた
単元づくりができるようにすることが大切であると考え、学力向上担当者が中心となり、次のような取組みを進めた。
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（３）取組み内容 【校内の人的資源の活用】

和泉市立北池田小学校

○単元の共同研究と実践

４月に作成した年間計画に基づ
き、学力向上担当者がすべての学
年に入り込み、それぞれの学年教
員と単元の共同研究、授業公開を
行った。

１学期は、学力向上担当者が
T1として、授業改善の視点を取り
入れた授業を提案・公開し、２学
期からは、担任がT1、学力向上担
当者がT2となる機会も取り入れな
がら、授業改善を進めた。

１．令和元年度の取組み
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○単元末力だめし問題・
アンケート実施

短い期間で、効果を
定量的・定性的に見取
り検証する経験を積み、
教員一人ひとりの子ども
たちの姿を見取る力の
向上をめざし、共同研
究した単元（４年生
以上）で、学力向上担
当者が学年教員と協力
して単元末力だめし問
題・アンケートを作成し
実施した。

１．令和元年度の取組み
4年生アンケート ６年生アンケート ５年生問題用紙 ５年生解答用紙
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○国語科を要とした教科横断的な取組みの提案

国語科を要とした教科横断的な視点を広げられるよう、単元を提案・公開した。また、グランドデザインの作成、見直しを図った。

＜グランドデザインの作成・見直しを
通して＞

・グランドデザインを作ることは一年
間の見通しだけでなく、教科と教科の
つながりを“もっと見る”ために大切だ
と思いました。

・振り返ってみて、もっと単元をつな
げられたと思うところがたくさん見つ
けられました。４月はとても忙しいで
すが、カリマネの引継ぎの時間もしっ
かりと取るように心がけたいです。

１．令和元年度の取組み



〇右図のとおり、教員が校内研究の意義
を理解し、子どもたちの姿を通して効果を
実感することで、すべての学級で授業改善
の視点に基づいた授業を積み重ねることが
でき、子どもたちの資質・能力の向上につ
なげることができた。
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（４）令和元年度の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

和泉市立北池田小学校

「大阪府力だめしプリント 記述問題（学校平均）」

H30 H31
正答率 30% ⇒ 39.7%
無解答率 17.3% ⇒ 5.1%

【成果】

〇【校内研究体制の充実】という一つの柱
ではなく、【校内の人的資源の活用】も合
わせた２つの柱で取組みを進めた結果、
校内に広く速く授業改善の視点が浸透し
た。全教員が同じベクトルで取り組み、
日々の授業を積み重ねることで、子どもた
ちの資質・能力の向上が見られた。

１．令和元年度の取組み
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【課題】

●「目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えをもち、表現する力」の向上は見られたが、日々の子どもたちの姿や
定量的な評価（全国学力・学習状況調査等）から、「話すこと・聞くこと」の領域に課題が見られたり、「知識・技能」に
課題が見られた。

●児童アンケートの肯定的回答が、

・「国語の授業でついた力が、自分の考えを持つことやうまく伝えるために役立っている」（87％）

・「国語はすきですか」（55％）

という結果から、子どもたちの中に、国語科で付けた力を肯定的にとらえる姿がある一方で、国語科に対して主体的に
取り組む姿に課題が見られた。

●令和元年度の実践事例は、データベースに保管し、学校としての財産となっている。

今後、さらに活用しやすいようにするために、保管の仕方や更新の仕方など、より使いやすい形を検討する必要がある。

１．令和元年度の取組み
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（５）令和２年度に向けて

和泉市立北池田小学校

令和元年度の研究をふり返り、次年度に繋げてい
くために以下の点について取組みを行った。

〇次年度の指導案モデルの検討・作成

質の高い言語活動を実現するために、令和元年
度後半から指導案に、次のような項目を記載した。
（次ページに続く）

・並行読書材について

どのような視点で並行読書材を選定したのか、並行
読書材の特徴などを明記する。

・言語活動モデル

単元の言語活動をより具体的にイメージしやすいよ
うに、授業で児童に提示する言語活動モデルを指
導案にも記載する。

選書の着目ポイントや言語活動に関わる
重点を示している。

並行読書材について

言語活動モデル

言語活動の内容が伝わるように具体的に示す。

（例）
・どこで、どのようなことを表現させているのか
・どこで、どんな力を見取るのか など

１．令和元年度の取組み
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・具体的な子どもの姿

授業での児童の具体的な姿を想像し、単元計画
や本時案の中に、予想される児童の姿を具体的
に記入する。（左の指導案○囲みの部分）

リフォーム後の指導案には単元で児童が作成した
成果物や単元のふり返り、単元後のアンケートの
集計結果なども載せることにした。これを次年度の
校内研究の指導案に生かせるように内容を検討
し、次年度の指導案モデルの作成を行った。

単元のふり返り 単元末アンケートの結果

児童が作成した成果物

１．令和元年度の取組み
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○次年度の教科横断的な取組みに向けてグランドデザインのふり返り・見直し

令和元年度最後の職員研修の際にグランドデザインのふり返りを以下の２つの視点で行った。

・今年度の教科横断的な取組みのふり返り

・次年度も同じ学年を担当するとしたらどのような教科横断的な取組みを実施するか

この視点でグランドデザインを見直し、
次年度に引き継ぐために職員室内に掲
示した。

その際、グランドデザインの見直しを行っ
た各学年の教員の名前を模造紙に明
記しておくことで、新年度に、昨年度その
学年を担当した教員に取組み内容を質
問しやすくなるように工夫した。

これらの取組みを令和元年度のうちに
行っておくことで、令和２年度の校内研
究を見通すことができた。

１．令和元年度の取組み
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○教科横断的な学習の指導案モデルの検討・作成

令和２年度は本校の国語科の研究を活かし、他の教科でも国語科
で付けた力を活かすような教科横断的な学習の提案ができるように、令
和元年度のうちに指導案のモデルを検討・作成した。

国語科を要とした教科横断的な学習の指導案モデルを作成

１．令和元年度の取組み



２．令和２年度の取組み

研究テーマ設定の経緯

前述のとおり、令和元年度の校内研究のＰＤＣＡサイクルの充実や校内の人的資源の活用により「目的や意図に応じ
て、複数の資料から自分の考えを持ち、表現する資質・能力」の育成には一定の成果が見られた。

その一方で「知識・技能」の定着や豊かに表現する力（表現の質）については課題が見られたことから、令和２年度の
研究テーマを上記のように定めた。また、昨年度の取組みをふり返る中で、国語科で付けた力を活かし、広げる機会を設定
することにより、児童に国語科の力を定着させることが大切であるという課題も見えてきた。

そこで、今年度は、

①校内研究授業のＰＤＣＡサイクルの充実による授業改善

②国語を要とした教科横断的な取組み・単元の提案

という２本の柱を取組みの中心とし、研究テーマ「進んで対話し、自分の考えや思いを持ち、豊かに表現する子どもの育成」
の実現をめざすこととした。（次頁参照）
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（１）研究テーマ 「進んで対話し、自分の考えや思いを持ち、豊かに表現する子どもの育成」

和泉市立北池田小学校
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令和２

２．令和２年度の取組み



①校内研究授業のＰＤＣＡサイクルの充実による授業改善

１つめの柱の「校内研究授業のＰＤＣＡサイクルの充実による授業改善」に関しては、昨年度に引き続き、国語科の
単元全体を通した言語活動を意識した授業の提案を行った。具体的には、昨年度の研究の課題も踏まえ、

20和泉市立北池田小学校

・子どもたちの主体的な姿を重視して、子どもたちが目的を持って取り組む学習過程の工夫

・「知識・技能」の定着 ・対話の質の向上 に重点を置いた単元（授業）の提案を各学年で行うこととした。

また、昨年度に効果的であった、学年の担任団・学力向上担当者の共同研究体制や子どもたちの姿を見取り、授業
改善の視点を共有するための全国学力・学習状況調査や学期末力だめし問題（４年生以上）の全教員による採点
分析も継続して実施した。

②国語を要とした教科横断的な取組み・単元の提案

2つめの柱の「教科横断的な学習の提案」に関しては、国語科を
要とした教科横断的な学習（単元）の提案の際に

・国語科で付けた力を活用する場を設定することで、付けた力
の定着をはかる

・国語科で付けた力を活用することにより、他教科でつけたい力
をより効果的に付ける

ことをねらいとして、各学年ごとに単元計画を立てることとした。
２．令和２年度の取組み



○教職員研修

令和２年度に入り、教職員も新たなメンバーでスタートした。昨年度の取組みをさらに深めるためにも全教職員でカリキュラ
ム・マネジメントの意義をもう一度確認し、取組みを進めていく必要があると考えた。そこで、大阪教育大学教職大学院の田
村知子先生をお招きし、カリキュラム・マネジメント研修を実施した。

研修ではカリキュラム・マネジメントの概要、意義に加えて教科横断的な学習の実践事例を紹介していただいた。また、4月
当初に新たに作成した今年度の各学年のグランドデザインを元に、つけたい力（資質能力）に着目して単元間のつながりを
見直す機会にもなった。研修を通して、教科間のつながりを再確認し、それをもとに各学年で教科横断的な学習に取り組ん
でいる。
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（２）取組み内容【国語科を要とした教科横断的な単元・授業の提案】

和泉市立北池田小学校２．令和２年度の取組み



○3年生の取組み＜社会科 + 国語科 の学習の提案＞

3年生では市内めぐりなど総合的な学習の時間も含めて、聞き
取ったり調べたりしたことをメモし、考えたことをレポートの形式でま
とめて報告する機会が多い。

そこで国語科の「図書館へ行こう」「メモをとりながら聞こう」「調
べて書こう、わたしのレポート」の3つの単元を別々に行うのではな
く、３つの単元をつなげて「インタビュー名人になって、一年生にわ
かりやすい図書だよりを書こう」という単元計画に再構成し「聞き
取り→書く体験」という流れで学習することとした。（詳細は次
ページ参照）
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国語科の３つの単元の再構成について

【再構成のねらい】

①教科横断的に取り組むことで生まれる他教科の充実や国語科の定着・深化
⇒ 「（目的をもった）聞き取り」から「書く（まとめる）」の一連の思考の流れを体験出来るようにした。

国語科でつけたインタビューメモの力・メモから自分の考えをまとめる力を活用して他教科（社会や総合）の活動のスムーズ化・充実を図る。

②人的資源の活用による国語科の言語活動の魅力の向上
⇒国語科において、つけたい力をつけるために言語活動の魅力は重要な要素の一つであり、特に言語活動における相手意識や
目的意識が重要であるため、本単元では

【相手】・・・図書館を利用したことがない１年生に 【目的】・・・図書だよりを書いて、図書館のきまりを伝えること。

と設定することで、子どもたちが主体的に学びに向かう姿につながった。また、学校図書館支援司書や栄養教諭など様々な先生方に
協力してもらい、校外に出ることなく国語科の単元の中で実際にインタビューをすることで、子どもたちのイメージや定着がより深まった。
インタビューの練習もCDではなく栄養教諭など様々な先生方に協力してもらうことで、子どもたちが主体的に学びに向かう姿につながった。

③３つの単元をつないで行うことで時間を生み出す
⇒３つの単元を別々に行うのではなく、つないで単元を構成することで、題材の設定や情報収集の時間をスリム化することができ、
時間の精選を図ることができた。

○ 「図書館へ行こう」（全２時間）

○ 「メモを取りながら聞こう」（全４時間）
（ことばの力） 大事なことを落とさず聞く

○ 「調べて書こう、わたしのレポート」（全10時間）
（ことばの力） 調べて分かったことを伝える

言語活動
「インタビュー名人になって、
一年生にわかりやすい図書だよりを書こう」

（全６時間）

再構成

２．令和２年度の取組み
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上記のような国語科で付けた力を活用する場面として、２学期の
社会科の小単元「店で働く人々の仕事」でお店の人にインタビューし、
メモする力を使う場面を設定した。このように、国語科で付けた力を
生かすことで社会科の学習を効果的に行えるように単元計画を立て、
学習を進めている。

学習の中で、子どもたちは明確な
視点を持ち、必要なことを記録したり、
話し手が伝えたいことや自分が聞き
たいことの中心をとらえて自分の考え
を持つことができるようになってきた。
また、コロナ禍において校外に出てイ
ンタビューをすることが厳しい時期では
あったが、栄養教諭や学校図書館
支援司書という校内の人的資源を
活用することで、校外に出ることなく
校内でインタビューや聞き取りメモを
書いたりすることができ、子どもたちの
イメージや、力の定着が深まった。

国語科で付けた「イ
ンタビューメモ」を
取る力を使って地域
のスーパーで聞き取
り活動をしました。

２．令和２年度の取組み



○５年生の取組み＜総合的な学習の時間 ＋ 国語科 の学習の提案＞

5年生では総合的な学習「日本の伝統文化マイスターになって、外国の人に日本の良さを伝えよう！」という単元を計画
し、国語科の学習と結び付けて学習を進めてきた。

25和泉市立北池田小学校

総合的な学習の時間では、日本の伝統文化の良さを知り、近隣
の大学の留学生に、日本の良さを伝えるという目的を持って学習を
進めた。総合的な学習に取り組む中で、子どもたちが、日本の良さ
を伝えるために自分が伝えたいことを詳しく調べたり、伝えたいことを
より伝わるように書いたりする方法を学ぶ必要があることに気付いた。
そこで国語科の単元「和の文化について調べよう」の学習も同時
並行で進め、「和の文化について調べよう」の単元で子どもたちが身
に付ける「引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫すること」や「目的に応じて、文章と
図表などを結びつけるなどして必要な情報を見つけたり、論の進め
方について考えたりする」力を、総合的な学習の時間での情報収集
やリーフレット作りに生かした。
今回の学習では、総合的な学習の時間において、児童は自分が調べた日本の伝統文化を伝える相手は外国からの留
学生という相手意識を持っている。そのため、日本語でわかりやすいリーフレットを作成した後に、外国語を使って表現する
必要性を感じていたので、国語科・総合的な学習の時間での取組みを踏まえ、外国語科と連携し、外国語の学習の充
実を図った。
教科横断的な学習の単元計画作成においては、学力向上担当者が、要となる国語の授業作りの視点から学年の教
員と共同で研究を行ったり、学校図書館支援司書や栄養教諭と連携したり、専科教科の担当者が学年の担任団ととも
に研究をするなど、教職員間のつながりを感じながら取組みを進めてきた。

２．令和２年度の取組み
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（３）２年間の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

和泉市立北池田小学校２．令和２年度の取組み

【成果】
○教員の意識の高まり
全教員が校内研究の意義を理解し、子どもたちの姿から効果を
実感したことにより、全教員が校内研究の取組みを自分事と捉える
ことができた結果、子どもたちの資質・能力の向上や意識の変容に
結びついた。

○児童の資質・能力の向上
PDCAサイクルを回し、校内研究体制の充実を図った結果、
子どもたちの資質・能力が向上した。

○児童の意識の変容
全教員で国語科の授業改善
の視点を大切にしながら校内
研究を進めていく中で、子ども
たちの国語科に対して主体的
に取り組む姿にも変容が見られ
た。

「対話を通して考え、豊かに学ぶ子」をめざし、
授業改善を進め、子どもの変容が見られた

R1.6月 R1.3月 R2.3月

肯定的回答 87.1% ⇒ 95.8% ⇒ 100%

●教員アンケートの肯定的回答の割合の変化

H30
（取組み前）

R1
（取組み1年め）

R2
（取組み2年め）

正答率 30% ⇒ 39.7% ⇒ 54.3%

●「大阪府力だめしプリント 記述問題（学校平均）」 の正答率の変化

R1.6月 R1.3月 R2.3月

「国語はすきですか」 54% ⇒ 55% ⇒ 65%

「授業で、うまく伝わるように工夫して
自分の考えを書いたり、話したりしている。」 78% ⇒ 68% ⇒ 83%

●児童アンケートの肯定的回答の割合の変化
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【課題】
○国語科を要とした教科等横断的な学習のさらなる充実

令和元年度の取組みをふり返る中で、国語科で付けた力を活かす機会を設定することにより、児童に国語科の力を
定着させる必要性を感じたため、令和２年度は次の２点をねらいとして、国語科を要とした教科等横断的な学習の
提案を各学年から行った。
① 国語科で付けた力を活用する場を設定することで、付けた力の定着をはかる。
② 国語科で付けた力を活用することにより、他教科で付けたい力をより効果的に付ける。

取組みの結果、
●児童アンケート「国語の授業でついた力が、自分の考えをもつことやうまく伝えるために役立っている。」の肯定的回答が
R2年度１学期末 ８０％ ➡ R2年度３学期末 ８３％

と増加したことから、取組みに子どもの実感を伴っていることがわかり、①については一定の効果が見られたといえる。

しかし、国語科で付けた力を他教科で活用させるような授業作りの提案をするという第１歩は踏み出せたが、②につい
ては検証が不十分であった。今後は、PDCAサイクルを回しながら、国語科を要とした教科横断的な学習の提案を続け、
さらに取組みを充実させていく。



○校内研究のPDCAサイクルの充実に
よる授業改善の取組みについて

今年度の校内研究テーマに向けて、研究授業
の準備を進めているが、コロナ禍において研究授
業の参観の仕方を検討し、研究授業を記録した
動画を少人数の学年グループに分かれて視聴す
ることにした。初めての試みだが、動画で授業をみ
ることによって、子どもたちの対話の様子を正確に
とらえることが出来るという利点を生かし、記録し
た子どもの対話を分析することにより、子どもの対
話の質を高めていきたい。

○教科等横断的な学習の提案に関する
取組みについて

前ページの②の点に関して「何を、どのように見
取るのか」という視点を明らかにし、資質・能力を
育成していくことと同時に、子どもたちも教員も
「やってみたい」「挑戦してみよう」という主体的な
姿が生み出せるような授業づくりに挑戦していきた
い。今後も、各学期に実施する児童アンケートや、
国語科力だめしテストの結果から、教科等横断
的な学習の効果を検証していく。
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（４）今後の見通し
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教科横断的な学習の提案を各学年で

２．令和２年度の取組み


